
（貝瀬さん）
　今回のライラ研修で初めて体験させて頂いた【グ
ラウンドゴルフ】について、私の方から感想をお伝
え致します。
　初めに、私は今回のライラ研修に参加するまでグ
ラウンドゴルフという競技の存在を全く知りません
でした。「ゴルフやゲートボールは聞いたことがあ
るけど、グラウンドゴルフって何だろう。その2つ
とはまた違うものなのだろうか。」というのが正直
な感想で、会場に到着してからチームの組み合わせ
を済ませ、ルールや使用する道具を確認してやっと
競技のイメージが固まったという状態でした。
　ルールとしてはよくアミューズメント施設などに
あるパターゴルフに似たものでした。ただ、使用す
る道具も違ければボールを入れる場所も違う。ゴル
フすらまともにやったことのない私にとってはとて
つもなく難易度の高い競技でした。
　同じチームの方々もなかなか苦戦をしていたのを
よく覚えています。
　特に難しいと感じた部分は【ボールを指定された
サークルに入れる】という部分です。これはゴルフ
で言うところの【カップイン（ホールにボールを入
れる行為）】と同じなのですが、ゴルフと違いボー
ルがカップに入るわけではないので力強く打ちすぎ
ると指定されたサークルからボールが出てしまい
カップインにはならないのです。通常のゴルフです
らまともにカップインをしたことがない私にとって
は「サークル上でボールを停める。」という技術は
至難の業でした。
　それでも慣れないながらも回数をこなしていくう
ちに徐々に間隔を掴んでいき、最終的には短時間な
がらも各個人かなり技術が上達していたのではない
かと思います。
　又、グラウンドゴルフは【親睦を深める】という
目的もあり、同じチームになった方々はライラ研修
中、様々な場面で触れ合う機会のある方々でしたの
で、そういった意味では目的通りグラウンドゴルフ
を通じて同じチームの方とは非常に距離が縮まった
と感じました。
私にとっては初めての体験でしたが、グラウンドゴ
ルフを通じて新たに友人ができたり、知らなかった
世界を知ることができ、とても有意義なレクリエー
ションとなりました。

（川越さん）
　今回のライラ研修会は、角谷ライラ委員長が掲げ
られたテーマ「話す・遊ぶ・創る・食べる・飲む」
の元、様々な研修をさせていただきました。
　まず【話す】では、ライラ研修生やロータリアン

の皆様との会話をさせていただきました。
　私のグループには、地元企業の八海山酒造に勤め
ている方が居て、研修ではない所で、酒造りの大変
さや、こだわりといった普段聞けないような事を聞
かさせて頂きました。
　二つ目の【遊ぶ】では、グランドゴルフの体験だ
けではなく、「障がい者も楽しめるリゾートとは」
題し、障がい者スキースクール・ネージュ 校長 稲
治大介様から障がい者スキーについてご講演頂きま
した。稲治様のご講演の中でもっとも印象に残った
ことは、障がいを持った方がスキーをしたいという
と、周りにいる人、家族を含め「あなたには無理」
という方が殆どで、障がいをもった方への社会的な
環境が未だ整っていないというお話でした。
　障がいの方でも、やり方や、機材さえ揃えてあげ
ればスキーを楽しむことが出来るのに、「あなたに
は無理だから」と止めないで、可能性を探って欲し
い。無理かどうかを決めるのは、周りの人間ではな
く本人なのだと語っておられました。
　三つ目として【創る】ですが、こちらはライラ研
修会の目的でもある仲間作りの他に、講演やグルー
プディスカッションを通し、自分創りをさせて頂き
ました。
　講師の株式会社パートナーズプロジェクト高野様
の御講演では、自分について知り、自分の特色をい
かに活用し、組織づくりをしていくかを学び、もう
一人の講師トーマスアンドチカライシ株式会社力石
様からは、ホスピタリティについてご講演頂き、た
だ行動するだけではなく、行動に気持ちを込めなけ
れば、相手には伝わらない事を学びました。
　四つ目【食べる】では、ぬか釜体験を行いまし
た。大雨の中、テントの下黙々とぬかを燃やして、
魚沼産コシヒカリを炊かせて頂きましたが、私には
煙がすごくて少し離れてところで見させていただき
ました。
　炊きあがったお米は、夕食で食べさせていただ
き、とても美味しかったです。
　そして最後五つ目【飲む】についてですが、懇親
会での飲みニケーションが正にこれにあたると思い
ますが、私は飲みすぎてしまい2次会の途中に潰れ
てしまっていました。
　これについては、反省すべき点として、私はお酒
が弱い人間なんだとは深く心に学ばさせて頂きまし
た。
　参加してみての感想は、今年度は大谷ガバナーの
青少年に対する思いが強いという事もあってか、参
加してみての学びや、楽しみが多くあった研修会で
した。

【まとめ】
　舞子高原ホテル一か所で移動がなく研修と懇親会
に十分時間を使えて仲間づくりがしやすい非常に有
意義な研修だったと思います。来年は分水でライラ
研修があり、三条ローターアクトクラブの50周年を
迎え第4分区、また私たち三条ロータリークラブに
とってもローターアクトの活動に注力しなければい
けないと思います。まず、現在6人しかいないアク
トメンバーの増強が第一になりますので皆さん是非
自社、知り合いの方、良い若い方がいられましたら
是非ご紹介お願いします。

会長挨拶
　　　　　　　　　若槻八十彦 会長
　皆さん、こんにちは。
　とうとう11月も今週で終わろうとして
います。今年の11月は、季節はずれの暖
かさの日が多い月でしたが、やっと気温
の方も落ち着いてきて、平年並みに戻っ
た感じがいたします。
　今日は11月27日ですが、旧暦では11月1

日にあたります。ですので、旧暦で言いますと昨日までは10
月だったわけであります。
　「小春日和」という言葉がありますが、「十一月から十二
月にかけての、よく晴れた春のような感じがする、あたたか
い日」のことを表す言葉です。
　先週23日の土曜日、村上岩船ロータリークラブ創立20周年
の行事に参加して来ました。とても良い天気で、道中は少し
風が強い日でしたが、まさに「小春日和」で、会場の「夕映
えの宿、汐美荘」から見た、太陽が沈む時の景色は、この世
のものではないと言って良い程、それはそれは美しい夕焼け
でした。祝宴も中ほどの時間でしたが、ほろ酔い気分で見た
景色は最高で、まさに絶景でした。
　日本海に浮かぶ粟島が手が届きそうな所にあり、佐渡の西
に沈む夕焼けを見ていた人たちは皆、飽きもせず、スマホや
カメラのシャッターを押し続けていました。もちろん私もそ
の中の一人でした。

　来週の土曜日、12月7日はいよいよ当三条クラブ
主催の社会奉仕事業である「認知症三条市民フォー
ラム」です。クラブ会員の皆さまにはどうか大勢の
参加者を募っていただきますようお願いを申し上げ
ます。
　以上で会長あいさつとさせていただきます。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事

◎新潟南RCより
　「創立60周年記念式典ご臨席の御礼」
◎三条RACより
　「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月28日（木）19：30～21：00
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　卓　話　三条南RC
　　　　　　　青少年奉仕委員長　木村 譲 様
◎次週 12月4日（水）の例会は、年次総会です。

ニコニコBOX
若槻八十彦会長
　青少年奉仕委員長 船越さん、アクトの皆さん「ラ
イラ報告」よろしくお願いします。

荻根澤隆雄さん
　先般の親睦旅行では、親睦委員長始め番場会員、
斎藤会員のお陰で素晴らしい体験を頂きました。
ありがとうございました。遅くなってすみません。

菊池　渉さん
　親睦旅行の写真をみて一言、「ごちそうだったん
だ！」笑顔で申し上げています。

斎藤弘文さん
　木村さんの送別会、お世話になりました。
関川　博さん
　日曜日、第2840地区開催のロータリーリーダー研
究会に参加して来ました。ロータリーの基本を一
から学び、新潟と群馬がひとつだったことなど話
が盛り上がりました。

　本日ライラ報告楽しみです。

小越憲泰さん
　長谷川さんの入会楽しみにしています。これから
も一緒に楽しいお酒を飲みましょう。
船越良則さん
　本日卓話をさせて頂きます。
　アクトメンバー募集しています。皆さん、よろし
くお願いします。

落合孝夫さん
　ライラ報告させていただきます。よろしくお願い
します。

渡辺勝利さん
　12月が近くなり寒さも厳しくなりました。
　ライラ研修報告ありがとうございます。
樺山　仁さん
　すっかり冬の様子となりました。
　本日のライラ研修報告御苦労様です。
吉井直樹さん
　寒くなってきました。皆様体調にお気を付け下さ
い。私は先週、カゼをひいてしまいました。

　本日、ライラ報告宜しくお願いします。
渡辺良一さん
　船越さん、落合さん、ライラ研修報告よろしくお
願い致します。

　長谷川専務理事とローターアクトの皆様を歓迎して。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　ライラ研修報告の皆様ご苦労様です。
早川滝徳さん
　本日もよろしくお願いします。
小林吾郎さん
　スノーシューを買いました。今年は雪山バンバン
行きます。

石倉政雄さん
　仕事の為、昼食後早退します。
野水靖之さん、　柳取崇之さん、 中沢真幸さん、
五十嵐博宣さん、松永一義さん、 五十嵐晋三さん、
石黒良行さん、　山田富義さん、 中林順一さん、
歸山　肇さん、　金子俊郎さん、 西山徳芳さん、
矢吹信太郎さん、米山智哉さん
　船越会員、落合会員、アクトの皆さん、本日は
ライラ研修報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。

　　　　　　　　11月27日分　￥      31,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥   581,100
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【ゲスト】
 ・三条商工会議所 
　　　　専務理事 長谷川正実 様

【ヴィジター】
 ・三条RAC
　　川越健矢さん、小池将人さん、
　　貝瀬大河さん
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［11.21］燕RCへ
 ・野崎喜一郎さん
［11.23］村上岩船RC創立20周年式典へ
 ・若槻八十彦さん、柳取崇之さん
［11.23］第2回RA地区行事（上越）へ
 ・船越良則さん、　荻根澤隆雄さん
［11.24］RI第2840地区
　　　　ロータリーリーダーシップ研究会
　　　　　　　　　　　　　（前橋）へ
 ・関川　博さん
［11.25］三条南RCへ
 ・野崎喜一郎さん

【先週のメークアップ】

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：57名中40名
■先々週出席率：66.07％
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カメラのシャッターを押し続けていました。もちろん私もそ
の中の一人でした。

　来週の土曜日、12月7日はいよいよ当三条クラブ
主催の社会奉仕事業である「認知症三条市民フォー
ラム」です。クラブ会員の皆さまにはどうか大勢の
参加者を募っていただきますようお願いを申し上げ
ます。
　以上で会長あいさつとさせていただきます。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事

◎新潟南RCより
　「創立60周年記念式典ご臨席の御礼」
◎三条RACより
　「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月28日（木）19：30～21：00
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　卓　話　三条南RC
　　　　　　　青少年奉仕委員長　木村 譲 様
◎次週 12月4日（水）の例会は、年次総会です。

ニコニコBOX
若槻八十彦会長
　青少年奉仕委員長 船越さん、アクトの皆さん「ラ
イラ報告」よろしくお願いします。

荻根澤隆雄さん
　先般の親睦旅行では、親睦委員長始め番場会員、
斎藤会員のお陰で素晴らしい体験を頂きました。
ありがとうございました。遅くなってすみません。

菊池　渉さん
　親睦旅行の写真をみて一言、「ごちそうだったん
だ！」笑顔で申し上げています。

斎藤弘文さん
　木村さんの送別会、お世話になりました。
関川　博さん
　日曜日、第2840地区開催のロータリーリーダー研
究会に参加して来ました。ロータリーの基本を一
から学び、新潟と群馬がひとつだったことなど話
が盛り上がりました。

　本日ライラ報告楽しみです。

小越憲泰さん
　長谷川さんの入会楽しみにしています。これから
も一緒に楽しいお酒を飲みましょう。
船越良則さん
　本日卓話をさせて頂きます。
　アクトメンバー募集しています。皆さん、よろし
くお願いします。

落合孝夫さん
　ライラ報告させていただきます。よろしくお願い
します。

渡辺勝利さん
　12月が近くなり寒さも厳しくなりました。
　ライラ研修報告ありがとうございます。
樺山　仁さん
　すっかり冬の様子となりました。
　本日のライラ研修報告御苦労様です。
吉井直樹さん
　寒くなってきました。皆様体調にお気を付け下さ
い。私は先週、カゼをひいてしまいました。

　本日、ライラ報告宜しくお願いします。
渡辺良一さん
　船越さん、落合さん、ライラ研修報告よろしくお
願い致します。

　長谷川専務理事とローターアクトの皆様を歓迎して。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　ライラ研修報告の皆様ご苦労様です。
早川滝徳さん
　本日もよろしくお願いします。
小林吾郎さん
　スノーシューを買いました。今年は雪山バンバン
行きます。

石倉政雄さん
　仕事の為、昼食後早退します。
野水靖之さん、　柳取崇之さん、 中沢真幸さん、
五十嵐博宣さん、松永一義さん、 五十嵐晋三さん、
石黒良行さん、　山田富義さん、 中林順一さん、
歸山　肇さん、　金子俊郎さん、 西山徳芳さん、
矢吹信太郎さん、米山智哉さん
　船越会員、落合会員、アクトの皆さん、本日は
ライラ研修報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。

　　　　　　　　11月27日分　￥      31,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥   581,100
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「ライラ研修報告」
　　　　　　青少年奉仕委員長　船越良則 会員
　　　　　　青少年奉仕委員　　落合孝夫 会員
　　　　　　三条ローターアクトクラブ
　　　　　　　会　長　小池将人さん
　　　　　　　幹　事　貝瀬大河さん（写真なし）
　　　　　　　会　計　川越健矢さん

（船越会員）
　10月18日から20日の2泊3日で南魚沼市の舞子高原
ホテルにてライラ研修が行われました。
　18日と19日の研修には落合委員が、19日と20日の
研修を私が参加してきました。
　今日ここに来ています3人のアクトメンバーは19
日の朝から20日の二日間参加しました。本日は参加
したメンバー全員で発表させて頂きます。
　まず初日から19日午前の報告を落合委員からお願
いしたいと思います。落合さんお願いします。

（落合会員）
　青少年奉仕委員の落合です。
　私は、10月18日の1日目と19日の午前の部のグラ
ンドゴルフまでの報告をさせていただきます。
　まず、「ライラ」がなんであるか分からず、船越
委員長から、とにかくこの日だけは空けていてほし
いと言われ、魚沼市塩沢にあります、舞子高原ホテ
ルに向かいました。
　ライラとはロータリー　ユース　リーダシップ　
アワードの略で、「ロータリー青少年指導者養成プ
ログラム」であることが、参加してようやく分かり
ました。
　参加者（研修生）は、地域社会の青少年指導者及び
指導者の素質を持った18歳～30歳までの青少年男
女、特にロータリアン事業所の社員、若しくはロー

ターアクター、他に米山奨学生、留学生、交換留学
生と各クラブの青少年奉仕委員長及びライラ委員長
等であることも分かりました。
　誰も知り合いがおらず、うまく時間がつぶせるか
心配しましたが、受付にて、JC時代の知り合いであ
る、雪国JCの方が、雪国魚沼RCのメンバーとし
て、出迎えてくださり、ほっと一安心。その後、JC
の先輩で三条北RCのメンバーの方も参加しておら
れ、結果、さみしい思いをしないですみましたどころ
か、夜の懇親会は楽しく過ごさせてもらいました。
　さて、開会式・オリエンテーションでは、大谷ガバ
ナー、石倉地区青少年奉仕委員長、水野雪国RC会
長よりご挨拶があり、大谷ガバナーがお話された、
今年のライラ研修の最大の目的は「仲間作り」、特
に「楽しい思いを共有して仲間作り」をしてほしい
というものでした。
　例年1泊2日で行われるライラ研修ですが、初顔合
わせの参加者同士が、知り合って仲間作りをするの
は、長い時間を共有した方が良いはずだとのお考え
のもと、2泊3日にこだわって開催したとお話されま
した。実際に「楽しく」「仲間作り」ができたかど
うかは、このあとのアクトのメンバーからお聞きす
るとして、そんなことで開会式は終わりました。
　そして懇親会になりましたが、アトラクションで
魚沼吹奏楽団の演奏がありました。ここでも、知り
合いの新潟東RCのメンバーと方と出会い、仕事の
話をお約束できて、ライラって素晴らしいなって、
平日、会社抜けて参加した甲斐があったなと思いま
した。
　夜は、熊が出るから、絶対外にでないでくださ
い、今までこの地域で6頭捕まえましたと、雪国の
メンバーに真顔で話され、ちょっとお酒が冷めました。

　研修2として、翌日は、熊の出没に若干おびえつ
つ、グランドゴルフを行いました。
　我々ロータリアンは、他クラブのロータリアンと
チームを組み、班別対抗でプレーしましたが、少し
時間をもてあましました。天気も良く、そこそこ
楽しかったですが、若い参加者はもっとハードなス
ポーツやゲームの方が楽しく、仲間作りが出来たの
ではないかと思いました。

（船越会員）
　続きまして、私から研修最後までの報告をさせて
頂きます。
　グラウンドゴルフが終了して11時から研修3とし
て「障がい者も楽しめるリゾート」という事で　障
がい者スキースクール・ネージェ校長の稲冶大介校
長を講師に迎え講演をしていただきました。

　稲治さんの学校ではいろいろな障がい者が来られ
るそうです。障がい者といっても100人、100通りで
スキーの指導するのにも使う道具、指導方法も人そ
れぞれになるそうです。
　ある少年のスキーを始めたところから、現在大人
になってもスキーを楽しんでいる姿の画像を交えて
エピソードも話していただきました。
　障がい者スポーツは指導する人の支援や、スポー
ツの道具も人それぞれ違うので特注になることが多
いことで費用がどうしても掛かってしまいます。
支援するスポンサーが日本ではまだまだ必要だと話
していました。ロータリークラブの方にも障がい者ス
ポーツに興味を持っていただき、支援していただけ
ればありがたいとも話しておられました。

昼食を食べて
研修4として
　講師に長岡ロータリークラブ直前会長 高野裕様を
迎え班別に分かれて「これからのリーダー」という
めいもくでディスカッションを主体とした講義を受
けました。
　我々ロータリアンもグループを作りアクトと同じ
講義を受けました。

　事例として　部下のモチベーションを上げるに
は、結果に対してのインセンティブのつけかた、
リーダーシップとはなどいろいろな事例をあげてそ
れに対して、グループで討議してグループとしての
意見をまとめて全グループがその結論を発表すると
いう事をしました。
　グループ討議をすることでグループの仲間と懇親
がふかまり、アクトメンバーも私たちロータリーメ
ンバーも仲間づくりには非常に良い研修だと思いま
した。

研修5として
　地元の方にも手伝って頂きもみ殻を燃してつくる
ぬか釜というものでご飯を炊きました。
　あいにくの雨でテントの下での体験になりました。
炊いたご飯は夕ご飯の懇親会の時に食べることになっ
ていて、懇親会がとても楽しみになりました。

懇親会
　研修4でグループの人と一緒のテーブルで研修の
感想などを話ながらの宴会になりました。
　グランドゴルフの表彰や、アクトメンバー主催の
ゲーム、そして研修5で作ったとてもおいしいご
はんもいただき本当に盛り上がった懇親会になりま
した。

翌朝
研修6として
　「ホスピタリティとは」という事でトーマスアン
ドチカライシ㈱の代表 力石寛男さんから講師に迎え
ホスピタリティ日本語ではおもてなしという事にな
るのでしょうか、お客様にたいしての心構えについ
て、御自分のホテル業のコンサルタント業務の経験
を踏まえてお話しいただきました。私にも参考にな
るお話で、アクトメンバーもこれからの仕事や対人
関係構築には本当に良いお話だったと思います。
　それでは参加しました。アクトメンバーからそれ
ぞれに参加しての感想を発表させて頂きます。

アクトメンバーからの感想報告
（小池さん）
　これからのリーダーというテーマで長岡 RC直前
会長の高野さまより研修を受けました。
　グループディスカッション形式での進行だったの
ですが、まず初めにやったことはセルフチェックと
いうものです。
　問いに答えていくことで自分の考え方や好みが数
値化され、『思考スタイル』を判別するそうです。
　『思考スタイル』は脳の前後左右4つに区分されま
す。例えば左脳タイプはボトムアップ型の思考、右
脳タイプはトップダウンといったようにです。
　わたしのグループは6人組だったのですが、見事
にみんな別のスタイルに分かれてしまいまして、な
んてバラバラなんだろうと思っていたところに解説
が入りました。
　思考の好みがバラバラということは、相互理解が
もっとも難しく、誤解が起こりやすい。しかし、補
い合えば最良の組み合わせになり得る。
　反対に、同じ思考の好み、近い好みの集団は話の
波長が合うものの、井の中の蛙になりかねない。
　私はこの言葉が非常に印象に残っています。
　日々の中で、波長の合わない人と一緒になること
がたびたびあります。そうした時に私はこの言葉を
思い出すことにしました。
　きっと考え方の好みが合わないだけで、相手も私
が出せないアイデアを持っている。私がそれを吸収
し、相手にも与えることができれば、お互いにとっ
て有益ではないでしょうか。
　そんな、苦手な相手を得意な相手に変えるという
考え方を思いつかせてもらえた素敵な研修でした。

（貝瀬さん）
　今回のライラ研修で初めて体験させて頂いた【グ
ラウンドゴルフ】について、私の方から感想をお伝
え致します。
初めに、私は今回のライラ研修に参加するまでグラ
ウンドゴルフという競技の存在を全く知りませんで
した。「ゴルフやゲートボールは聞いたことがある
けど、グラウンドゴルフって何だろう。その2つと
はまた違うものなのだろうか。」というのが正直な
感想で、会場に到着してからチームの組み合わせを
済ませ、ルールや使用する道具を確認してやっと競
技のイメージが固まったという状態でした。ルール
としてはよくアミューズメント施設などにあるパタ
ーゴルフに似たものでした。ただ、使用する道具も
違ければボールを入れる場所も違う。ゴルフすらま
ともにやったことのない私にとってはとてつもなく
難易度の高い競技でした。
同じチームの方々もなかなか苦戦をしていたのをよ
く覚えています。
特に難しいと感じた部分は【ボールを指定されたサ
ークルに入れる】という部分です。これはゴルフで
言うところの【カップイン(ホールにボールを入れる
行為)】と同じなのですが、ゴルフと違いボールがカ
ップに入るわけではないので力強く打ちすぎると指
定されたサークルからボールが出てしまいカップイ
ンにはならないのです。通常のゴルフですらまとも
にカップインをしたことがない私にとっては「サー
クル上でボールを停める。」という技術は至難の業
でした。
それでも慣れないながらも回数をこなしていくうち
に徐々に間隔を掴んでいき、最終的には短時間なが
らも各個人かなり技術が上達していたのではないか
と思います。
又、グラウンドゴルフは【親睦を深める】という目
的もあり、同じチームになった方々はライラ研修
中、様々な場面で触れ合う機会のある方々でしたの
で、そういった意味では目的通りグラウンドゴルフ
を通じて同じチームの方とは非常に距離が縮まった
と感じました。
私にとっては初めての体験でしたが、グラウンドゴ
ルフを通じて新たに友人ができたり、知らなかった
世界を知ることができ、とても有意義なレクリエー
ションとなりました。

（川越さん）
今回のライラ研修会は、角谷ライラ委員長が掲げら
れたテーマ「話す・遊ぶ・創る・食べる・飲む」の
元、様々な研修をさせていただきました。

まず【話す】では、ライラ研修生やロータリアンの
皆様との会話をさせていただきました。
私のグループには、地元企業の八海山酒造に勤めて
いる方が居て、研修ではない所で、酒造りの大変さ
や、こだわりといった普段聞けないような事を聞か
させて頂きました。
二つ目の【遊ぶ】では、グランドゴルフの体験だけ
ではなく、「障がい者も楽しめるリゾートとは」題
し、障がい者スキースクール・ネージュ 校長 稲治
大介様から障がい者スキーについてご講演頂きまし
た。稲治様のご講演の中でもっとも印象に残ったこ
とは、障がいを持った方がスキーをしたいという
と、周りにいる大人、家族を含め「あなたには無理
」という方が殆どで、障がいをもった方への社会的
な環境が未だ整っていないというお話でした。
障がいの方でも、やり方や、機材さえ揃えてあげれ
ばスキーを楽しむことが出来るのに、「あなたには
無理だから」と止めないで、可能性を探って欲し
い。無理かどうかを決めるのは、周りの人間ではな
く本人なのだと語っておられました。
三つ目として【創る】ですが、こちらはライラ研修
会の目的でもある仲間作りの他に、講演やグループ
ディスカッションを通し、自分創りをさせて頂きま
した。
講師の株式会社パートナーズプロジェクト高野様の
御講演では、自分について知り、自分の特色をいか
に活用し、組織づくりをしていくかを学び、
もう一人の講師トーマスアンドチカライシ株式会社
力石様からは、ホスピタリティについてご講演頂
き、ただ行動するだけではなく、行動に気持ちを込
めなければ、相手には伝わらない事を学びました。
四つ目【食べる】では、ぬか釜体験を行いました。
大雨の中、テントの下黙々とぬかを燃やして、魚沼
産コシヒカリを炊かせて頂きましたが、私には煙が
すごくて少し離れてところで見させていただきまし
た。
炊きあがったお米は、夕食で食べさせていただき、
とても美味しかったです。
そして最後五つ目【飲む】についてですが、懇親会
での飲みニケーションが正にこれにあたると思いま
すが、私は飲みすぎてしまい2次会の途中に潰れて
しまっていました。
これについては、反省すべき点として、私はお酒が
弱い人間なんだとは深く心に学ばさせて頂きまし
た。
参加してみての感想は、今年度は大谷ガバナーの青
少年に対する思いが強いという事もあってか、参加
してみての学びや、楽しみが多くあった研修会でし
た。

【まとめ】
舞子高原ホテル一か所で移動がなく研修と懇親会に
十分時間を使えて仲間づくりがしやすい非常に有意
義な研修だったと思います。来年は分水でライラ研
修があり、三条ローターアクトクラブの50周年を迎
え第4分区、また私たち三条ロータリークラブにと
ってもローターアクトの活動に注力しなければいけ
ないと思います。まず、現在6人しかいないアクト
メンバーの増強が第一になりますので皆さん是非自
社、知り合いの方、良い若い方がいられましたら是
非ご紹介お願いします。
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委員長から、とにかくこの日だけは空けていてほし
いと言われ、魚沼市塩沢にあります、舞子高原ホテ
ルに向かいました。
　ライラとはロータリー　ユース　リーダシップ　
アワードの略で、「ロータリー青少年指導者養成プ
ログラム」であることが、参加してようやく分かり
ました。
　参加者（研修生）は、地域社会の青少年指導者及び
指導者の素質を持った18歳～30歳までの青少年男
女、特にロータリアン事業所の社員、若しくはロー

ターアクター、他に米山奨学生、留学生、交換留学
生と各クラブの青少年奉仕委員長及びライラ委員長
等であることも分かりました。
　誰も知り合いがおらず、うまく時間がつぶせるか
心配しましたが、受付にて、JC時代の知り合いであ
る、雪国JCの方が、雪国魚沼RCのメンバーとし
て、出迎えてくださり、ほっと一安心。その後、JC
の先輩で三条北RCのメンバーの方も参加しておら
れ、結果、さみしい思いをしないですみましたどころ
か、夜の懇親会は楽しく過ごさせてもらいました。
　さて、開会式・オリエンテーションでは、大谷ガバ
ナー、石倉地区青少年奉仕委員長、水野雪国RC会
長よりご挨拶があり、大谷ガバナーがお話された、
今年のライラ研修の最大の目的は「仲間作り」、特
に「楽しい思いを共有して仲間作り」をしてほしい
というものでした。
　例年1泊2日で行われるライラ研修ですが、初顔合
わせの参加者同士が、知り合って仲間作りをするの
は、長い時間を共有した方が良いはずだとのお考え
のもと、2泊3日にこだわって開催したとお話されま
した。実際に「楽しく」「仲間作り」ができたかど
うかは、このあとのアクトのメンバーからお聞きす
るとして、そんなことで開会式は終わりました。
　そして懇親会になりましたが、アトラクションで
魚沼吹奏楽団の演奏がありました。ここでも、知り
合いの新潟東RCのメンバーと方と出会い、仕事の
話をお約束できて、ライラって素晴らしいなって、
平日、会社抜けて参加した甲斐があったなと思いま
した。
　夜は、熊が出るから、絶対外にでないでくださ
い、今までこの地域で6頭捕まえましたと、雪国の
メンバーに真顔で話され、ちょっとお酒が冷めました。

　研修2として、翌日は、熊の出没に若干おびえつ
つ、グランドゴルフを行いました。
　我々ロータリアンは、他クラブのロータリアンと
チームを組み、班別対抗でプレーしましたが、少し
時間をもてあましました。天気も良く、そこそこ
楽しかったですが、若い参加者はもっとハードなス
ポーツやゲームの方が楽しく、仲間作りが出来たの
ではないかと思いました。

（船越会員）
　続きまして、私から研修最後までの報告をさせて
頂きます。
　グラウンドゴルフが終了して11時から研修3とし
て「障がい者も楽しめるリゾート」という事で　障
がい者スキースクール・ネージェ校長の稲冶大介校
長を講師に迎え講演をしていただきました。

　稲治さんの学校ではいろいろな障がい者が来られ
るそうです。障がい者といっても100人、100通りで
スキーの指導するのにも使う道具、指導方法も人そ
れぞれになるそうです。
　ある少年のスキーを始めたところから、現在大人
になってもスキーを楽しんでいる姿の画像を交えて
エピソードも話していただきました。
　障がい者スポーツは指導する人の支援や、スポー
ツの道具も人それぞれ違うので特注になることが多
いことで費用がどうしても掛かってしまいます。
支援するスポンサーが日本ではまだまだ必要だと話
していました。ロータリークラブの方にも障がい者ス
ポーツに興味を持っていただき、支援していただけ
ればありがたいとも話しておられました。

昼食を食べて
研修4として
　講師に長岡ロータリークラブ直前会長 高野裕様を
迎え班別に分かれて「これからのリーダー」という
めいもくでディスカッションを主体とした講義を受
けました。
　我々ロータリアンもグループを作りアクトと同じ
講義を受けました。

　事例として　部下のモチベーションを上げるに
は、結果に対してのインセンティブのつけかた、
リーダーシップとはなどいろいろな事例をあげてそ
れに対して、グループで討議してグループとしての
意見をまとめて全グループがその結論を発表すると
いう事をしました。
　グループ討議をすることでグループの仲間と懇親
がふかまり、アクトメンバーも私たちロータリーメ
ンバーも仲間づくりには非常に良い研修だと思いま
した。

研修5として
　地元の方にも手伝って頂きもみ殻を燃してつくる
ぬか釜というものでご飯を炊きました。
　あいにくの雨でテントの下での体験になりました。
炊いたご飯は夕ご飯の懇親会の時に食べることになっ
ていて、懇親会がとても楽しみになりました。

懇親会
　研修4でグループの人と一緒のテーブルで研修の
感想などを話ながらの宴会になりました。
　グランドゴルフの表彰や、アクトメンバー主催の
ゲーム、そして研修5で作ったとてもおいしいご
はんもいただき本当に盛り上がった懇親会になりま
した。

翌朝
研修6として
　「ホスピタリティとは」という事でトーマスアン
ドチカライシ㈱の代表 力石寛男さんから講師に迎え
ホスピタリティ日本語ではおもてなしという事にな
るのでしょうか、お客様にたいしての心構えについ
て、御自分のホテル業のコンサルタント業務の経験
を踏まえてお話しいただきました。私にも参考にな
るお話で、アクトメンバーもこれからの仕事や対人
関係構築には本当に良いお話だったと思います。
　それでは参加しました。アクトメンバーからそれ
ぞれに参加しての感想を発表させて頂きます。

アクトメンバーからの感想報告
（小池さん）
　これからのリーダーというテーマで長岡 RC直前
会長の高野さまより研修を受けました。
　グループディスカッション形式での進行だったの
ですが、まず初めにやったことはセルフチェックと
いうものです。
　問いに答えていくことで自分の考え方や好みが数
値化され、『思考スタイル』を判別するそうです。
　『思考スタイル』は脳の前後左右4つに区分されま
す。例えば左脳タイプはボトムアップ型の思考、右
脳タイプはトップダウンといったようにです。
　わたしのグループは6人組だったのですが、見事
にみんな別のスタイルに分かれてしまいまして、な
んてバラバラなんだろうと思っていたところに解説
が入りました。
　思考の好みがバラバラということは、相互理解が
もっとも難しく、誤解が起こりやすい。しかし、補
い合えば最良の組み合わせになり得る。
　反対に、同じ思考の好み、近い好みの集団は話の
波長が合うものの、井の中の蛙になりかねない。
　私はこの言葉が非常に印象に残っています。
　日々の中で、波長の合わない人と一緒になること
がたびたびあります。そうした時に私はこの言葉を
思い出すことにしました。
　きっと考え方の好みが合わないだけで、相手も私
が出せないアイデアを持っている。私がそれを吸収
し、相手にも与えることができれば、お互いにとっ
て有益ではないでしょうか。
　そんな、苦手な相手を得意な相手に変えるという
考え方を思いつかせてもらえた素敵な研修でした。

（貝瀬さん）
　今回のライラ研修で初めて体験させて頂いた【グ
ラウンドゴルフ】について、私の方から感想をお伝
え致します。
初めに、私は今回のライラ研修に参加するまでグラ
ウンドゴルフという競技の存在を全く知りませんで
した。「ゴルフやゲートボールは聞いたことがある
けど、グラウンドゴルフって何だろう。その2つと
はまた違うものなのだろうか。」というのが正直な
感想で、会場に到着してからチームの組み合わせを
済ませ、ルールや使用する道具を確認してやっと競
技のイメージが固まったという状態でした。ルール
としてはよくアミューズメント施設などにあるパタ
ーゴルフに似たものでした。ただ、使用する道具も
違ければボールを入れる場所も違う。ゴルフすらま
ともにやったことのない私にとってはとてつもなく
難易度の高い競技でした。
同じチームの方々もなかなか苦戦をしていたのをよ
く覚えています。
特に難しいと感じた部分は【ボールを指定されたサ
ークルに入れる】という部分です。これはゴルフで
言うところの【カップイン(ホールにボールを入れる
行為)】と同じなのですが、ゴルフと違いボールがカ
ップに入るわけではないので力強く打ちすぎると指
定されたサークルからボールが出てしまいカップイ
ンにはならないのです。通常のゴルフですらまとも
にカップインをしたことがない私にとっては「サー
クル上でボールを停める。」という技術は至難の業
でした。
それでも慣れないながらも回数をこなしていくうち
に徐々に間隔を掴んでいき、最終的には短時間なが
らも各個人かなり技術が上達していたのではないか
と思います。
又、グラウンドゴルフは【親睦を深める】という目
的もあり、同じチームになった方々はライラ研修
中、様々な場面で触れ合う機会のある方々でしたの
で、そういった意味では目的通りグラウンドゴルフ
を通じて同じチームの方とは非常に距離が縮まった
と感じました。
私にとっては初めての体験でしたが、グラウンドゴ
ルフを通じて新たに友人ができたり、知らなかった
世界を知ることができ、とても有意義なレクリエー
ションとなりました。

（川越さん）
今回のライラ研修会は、角谷ライラ委員長が掲げら
れたテーマ「話す・遊ぶ・創る・食べる・飲む」の
元、様々な研修をさせていただきました。

まず【話す】では、ライラ研修生やロータリアンの
皆様との会話をさせていただきました。
私のグループには、地元企業の八海山酒造に勤めて
いる方が居て、研修ではない所で、酒造りの大変さ
や、こだわりといった普段聞けないような事を聞か
させて頂きました。
二つ目の【遊ぶ】では、グランドゴルフの体験だけ
ではなく、「障がい者も楽しめるリゾートとは」題
し、障がい者スキースクール・ネージュ 校長 稲治
大介様から障がい者スキーについてご講演頂きまし
た。稲治様のご講演の中でもっとも印象に残ったこ
とは、障がいを持った方がスキーをしたいという
と、周りにいる大人、家族を含め「あなたには無理
」という方が殆どで、障がいをもった方への社会的
な環境が未だ整っていないというお話でした。
障がいの方でも、やり方や、機材さえ揃えてあげれ
ばスキーを楽しむことが出来るのに、「あなたには
無理だから」と止めないで、可能性を探って欲し
い。無理かどうかを決めるのは、周りの人間ではな
く本人なのだと語っておられました。
三つ目として【創る】ですが、こちらはライラ研修
会の目的でもある仲間作りの他に、講演やグループ
ディスカッションを通し、自分創りをさせて頂きま
した。
講師の株式会社パートナーズプロジェクト高野様の
御講演では、自分について知り、自分の特色をいか
に活用し、組織づくりをしていくかを学び、
もう一人の講師トーマスアンドチカライシ株式会社
力石様からは、ホスピタリティについてご講演頂
き、ただ行動するだけではなく、行動に気持ちを込
めなければ、相手には伝わらない事を学びました。
四つ目【食べる】では、ぬか釜体験を行いました。
大雨の中、テントの下黙々とぬかを燃やして、魚沼
産コシヒカリを炊かせて頂きましたが、私には煙が
すごくて少し離れてところで見させていただきまし
た。
炊きあがったお米は、夕食で食べさせていただき、
とても美味しかったです。
そして最後五つ目【飲む】についてですが、懇親会
での飲みニケーションが正にこれにあたると思いま
すが、私は飲みすぎてしまい2次会の途中に潰れて
しまっていました。
これについては、反省すべき点として、私はお酒が
弱い人間なんだとは深く心に学ばさせて頂きまし
た。
参加してみての感想は、今年度は大谷ガバナーの青
少年に対する思いが強いという事もあってか、参加
してみての学びや、楽しみが多くあった研修会でし
た。

【まとめ】
舞子高原ホテル一か所で移動がなく研修と懇親会に
十分時間を使えて仲間づくりがしやすい非常に有意
義な研修だったと思います。来年は分水でライラ研
修があり、三条ローターアクトクラブの50周年を迎
え第4分区、また私たち三条ロータリークラブにと
ってもローターアクトの活動に注力しなければいけ
ないと思います。まず、現在6人しかいないアクト
メンバーの増強が第一になりますので皆さん是非自
社、知り合いの方、良い若い方がいられましたら是
非ご紹介お願いします。
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（貝瀬さん）
　今回のライラ研修で初めて体験させて頂いた【グ
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ラウンドゴルフという競技の存在を全く知りません
でした。「ゴルフやゲートボールは聞いたことがあ
るけど、グラウンドゴルフって何だろう。その2つ
とはまた違うものなのだろうか。」というのが正直
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フすらまともにやったことのない私にとってはとて
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　同じチームの方々もなかなか苦戦をしていたのを
よく覚えています。
　特に難しいと感じた部分は【ボールを指定された
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らまともにカップインをしたことがない私にとって
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至難の業でした。
　それでも慣れないながらも回数をこなしていくう
ちに徐々に間隔を掴んでいき、最終的には短時間な
がらも各個人かなり技術が上達していたのではない
かと思います。
　又、グラウンドゴルフは【親睦を深める】という
目的もあり、同じチームになった方々はライラ研修
中、様々な場面で触れ合う機会のある方々でしたの
で、そういった意味では目的通りグラウンドゴルフ
を通じて同じチームの方とは非常に距離が縮まった
と感じました。
私にとっては初めての体験でしたが、グラウンドゴ
ルフを通じて新たに友人ができたり、知らなかった
世界を知ることができ、とても有意義なレクリエー
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られたテーマ「話す・遊ぶ・創る・食べる・飲む」
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　私のグループには、地元企業の八海山酒造に勤め
ている方が居て、研修ではない所で、酒造りの大変
さや、こだわりといった普段聞けないような事を聞
かさせて頂きました。
　二つ目の【遊ぶ】では、グランドゴルフの体験だ
けではなく、「障がい者も楽しめるリゾートとは」
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した。稲治様のご講演の中でもっとも印象に残った
ことは、障がいを持った方がスキーをしたいという
と、周りにいる人、家族を含め「あなたには無理」
という方が殆どで、障がいをもった方への社会的な
環境が未だ整っていないというお話でした。
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は無理だから」と止めないで、可能性を探って欲し
い。無理かどうかを決めるのは、周りの人間ではな
く本人なのだと語っておられました。
　三つ目として【創る】ですが、こちらはライラ研
修会の目的でもある仲間作りの他に、講演やグルー
プディスカッションを通し、自分創りをさせて頂き
ました。
　講師の株式会社パートナーズプロジェクト高野様
の御講演では、自分について知り、自分の特色をい
かに活用し、組織づくりをしていくかを学び、もう
一人の講師トーマスアンドチカライシ株式会社力石
様からは、ホスピタリティについてご講演頂き、た
だ行動するだけではなく、行動に気持ちを込めなけ
れば、相手には伝わらない事を学びました。
　四つ目【食べる】では、ぬか釜体験を行いまし
た。大雨の中、テントの下黙々とぬかを燃やして、
魚沼産コシヒカリを炊かせて頂きましたが、私には
煙がすごくて少し離れてところで見させていただき
ました。
　炊きあがったお米は、夕食で食べさせていただ
き、とても美味しかったです。
　そして最後五つ目【飲む】についてですが、懇親
会での飲みニケーションが正にこれにあたると思い
ますが、私は飲みすぎてしまい2次会の途中に潰れ
てしまっていました。
　これについては、反省すべき点として、私はお酒
が弱い人間なんだとは深く心に学ばさせて頂きまし
た。
　参加してみての感想は、今年度は大谷ガバナーの
青少年に対する思いが強いという事もあってか、参
加してみての学びや、楽しみが多くあった研修会で
した。

【まとめ】
　舞子高原ホテル一か所で移動がなく研修と懇親会
に十分時間を使えて仲間づくりがしやすい非常に有
意義な研修だったと思います。来年は分水でライラ
研修があり、三条ローターアクトクラブの50周年を
迎え第4分区、また私たち三条ロータリークラブに
とってもローターアクトの活動に注力しなければい
けないと思います。まず、現在6人しかいないアク
トメンバーの増強が第一になりますので皆さん是非
自社、知り合いの方、良い若い方がいられましたら
是非ご紹介お願いします。

会長挨拶
　　　　　　　　　若槻八十彦 会長
　皆さん、こんにちは。
　とうとう11月も今週で終わろうとして
います。今年の11月は、季節はずれの暖
かさの日が多い月でしたが、やっと気温
の方も落ち着いてきて、平年並みに戻っ
た感じがいたします。
　今日は11月27日ですが、旧暦では11月1

日にあたります。ですので、旧暦で言いますと昨日までは10
月だったわけであります。
　「小春日和」という言葉がありますが、「十一月から十二
月にかけての、よく晴れた春のような感じがする、あたたか
い日」のことを表す言葉です。
　先週23日の土曜日、村上岩船ロータリークラブ創立20周年
の行事に参加して来ました。とても良い天気で、道中は少し
風が強い日でしたが、まさに「小春日和」で、会場の「夕映
えの宿、汐美荘」から見た、太陽が沈む時の景色は、この世
のものではないと言って良い程、それはそれは美しい夕焼け
でした。祝宴も中ほどの時間でしたが、ほろ酔い気分で見た
景色は最高で、まさに絶景でした。
　日本海に浮かぶ粟島が手が届きそうな所にあり、佐渡の西
に沈む夕焼けを見ていた人たちは皆、飽きもせず、スマホや
カメラのシャッターを押し続けていました。もちろん私もそ
の中の一人でした。

　来週の土曜日、12月7日はいよいよ当三条クラブ
主催の社会奉仕事業である「認知症三条市民フォー
ラム」です。クラブ会員の皆さまにはどうか大勢の
参加者を募っていただきますようお願いを申し上げ
ます。
　以上で会長あいさつとさせていただきます。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事

◎新潟南RCより
　「創立60周年記念式典ご臨席の御礼」
◎三条RACより
　「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月28日（木）19：30～21：00
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　卓　話　三条南RC
　　　　　　　青少年奉仕委員長　木村 譲 様
◎次週 12月4日（水）の例会は、年次総会です。

ニコニコBOX
若槻八十彦会長
　青少年奉仕委員長 船越さん、アクトの皆さん「ラ
イラ報告」よろしくお願いします。

荻根澤隆雄さん
　先般の親睦旅行では、親睦委員長始め番場会員、
斎藤会員のお陰で素晴らしい体験を頂きました。
ありがとうございました。遅くなってすみません。

菊池　渉さん
　親睦旅行の写真をみて一言、「ごちそうだったん
だ！」笑顔で申し上げています。

斎藤弘文さん
　木村さんの送別会、お世話になりました。
関川　博さん
　日曜日、第2840地区開催のロータリーリーダー研
究会に参加して来ました。ロータリーの基本を一
から学び、新潟と群馬がひとつだったことなど話
が盛り上がりました。

　本日ライラ報告楽しみです。

小越憲泰さん
　長谷川さんの入会楽しみにしています。これから
も一緒に楽しいお酒を飲みましょう。
船越良則さん
　本日卓話をさせて頂きます。
　アクトメンバー募集しています。皆さん、よろし
くお願いします。

落合孝夫さん
　ライラ報告させていただきます。よろしくお願い
します。

渡辺勝利さん
　12月が近くなり寒さも厳しくなりました。
　ライラ研修報告ありがとうございます。
樺山　仁さん
　すっかり冬の様子となりました。
　本日のライラ研修報告御苦労様です。
吉井直樹さん
　寒くなってきました。皆様体調にお気を付け下さ
い。私は先週、カゼをひいてしまいました。

　本日、ライラ報告宜しくお願いします。
渡辺良一さん
　船越さん、落合さん、ライラ研修報告よろしくお
願い致します。

　長谷川専務理事とローターアクトの皆様を歓迎して。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　ライラ研修報告の皆様ご苦労様です。
早川滝徳さん
　本日もよろしくお願いします。
小林吾郎さん
　スノーシューを買いました。今年は雪山バンバン
行きます。

石倉政雄さん
　仕事の為、昼食後早退します。
野水靖之さん、　柳取崇之さん、 中沢真幸さん、
五十嵐博宣さん、松永一義さん、 五十嵐晋三さん、
石黒良行さん、　山田富義さん、 中林順一さん、
歸山　肇さん、　金子俊郎さん、 西山徳芳さん、
矢吹信太郎さん、米山智哉さん
　船越会員、落合会員、アクトの皆さん、本日は
ライラ研修報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。

　　　　　　　　11月27日分　￥      31,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥   581,100
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　　次々週例会　 12月18日　　　　夜例会
　　　　　　　　　　　　　　　　「ファミリークリスマスパーティー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　18：30～　於 ジオ・ワールド ビップ

　　次 週 例 会　 12月11日　　　「親睦旅行報告」野水靖之 親睦委員長

元日

（貝瀬さん）
　今回のライラ研修で初めて体験させて頂いた【グ
ラウンドゴルフ】について、私の方から感想をお伝
え致します。
　初めに、私は今回のライラ研修に参加するまでグ
ラウンドゴルフという競技の存在を全く知りません
でした。「ゴルフやゲートボールは聞いたことがあ
るけど、グラウンドゴルフって何だろう。その2つ
とはまた違うものなのだろうか。」というのが正直
な感想で、会場に到着してからチームの組み合わせ
を済ませ、ルールや使用する道具を確認してやっと
競技のイメージが固まったという状態でした。
　ルールとしてはよくアミューズメント施設などに
あるパターゴルフに似たものでした。ただ、使用す
る道具も違ければボールを入れる場所も違う。ゴル
フすらまともにやったことのない私にとってはとて
つもなく難易度の高い競技でした。
　同じチームの方々もなかなか苦戦をしていたのを
よく覚えています。
　特に難しいと感じた部分は【ボールを指定された
サークルに入れる】という部分です。これはゴルフ
で言うところの【カップイン（ホールにボールを入
れる行為）】と同じなのですが、ゴルフと違いボー
ルがカップに入るわけではないので力強く打ちすぎ
ると指定されたサークルからボールが出てしまい
カップインにはならないのです。通常のゴルフです
らまともにカップインをしたことがない私にとって
は「サークル上でボールを停める。」という技術は
至難の業でした。
　それでも慣れないながらも回数をこなしていくう
ちに徐々に間隔を掴んでいき、最終的には短時間な
がらも各個人かなり技術が上達していたのではない
かと思います。
　又、グラウンドゴルフは【親睦を深める】という
目的もあり、同じチームになった方々はライラ研修
中、様々な場面で触れ合う機会のある方々でしたの
で、そういった意味では目的通りグラウンドゴルフ
を通じて同じチームの方とは非常に距離が縮まった
と感じました。
私にとっては初めての体験でしたが、グラウンドゴ
ルフを通じて新たに友人ができたり、知らなかった
世界を知ることができ、とても有意義なレクリエー
ションとなりました。

（川越さん）
　今回のライラ研修会は、角谷ライラ委員長が掲げ
られたテーマ「話す・遊ぶ・創る・食べる・飲む」
の元、様々な研修をさせていただきました。
　まず【話す】では、ライラ研修生やロータリアン

の皆様との会話をさせていただきました。
　私のグループには、地元企業の八海山酒造に勤め
ている方が居て、研修ではない所で、酒造りの大変
さや、こだわりといった普段聞けないような事を聞
かさせて頂きました。
　二つ目の【遊ぶ】では、グランドゴルフの体験だ
けではなく、「障がい者も楽しめるリゾートとは」
題し、障がい者スキースクール・ネージュ 校長 稲
治大介様から障がい者スキーについてご講演頂きま
した。稲治様のご講演の中でもっとも印象に残った
ことは、障がいを持った方がスキーをしたいという
と、周りにいる人、家族を含め「あなたには無理」
という方が殆どで、障がいをもった方への社会的な
環境が未だ整っていないというお話でした。
　障がいの方でも、やり方や、機材さえ揃えてあげ
ればスキーを楽しむことが出来るのに、「あなたに
は無理だから」と止めないで、可能性を探って欲し
い。無理かどうかを決めるのは、周りの人間ではな
く本人なのだと語っておられました。
　三つ目として【創る】ですが、こちらはライラ研
修会の目的でもある仲間作りの他に、講演やグルー
プディスカッションを通し、自分創りをさせて頂き
ました。
　講師の株式会社パートナーズプロジェクト高野様
の御講演では、自分について知り、自分の特色をい
かに活用し、組織づくりをしていくかを学び、もう
一人の講師トーマスアンドチカライシ株式会社力石
様からは、ホスピタリティについてご講演頂き、た
だ行動するだけではなく、行動に気持ちを込めなけ
れば、相手には伝わらない事を学びました。
　四つ目【食べる】では、ぬか釜体験を行いまし
た。大雨の中、テントの下黙々とぬかを燃やして、
魚沼産コシヒカリを炊かせて頂きましたが、私には
煙がすごくて少し離れてところで見させていただき
ました。
　炊きあがったお米は、夕食で食べさせていただ
き、とても美味しかったです。
　そして最後五つ目【飲む】についてですが、懇親
会での飲みニケーションが正にこれにあたると思い
ますが、私は飲みすぎてしまい2次会の途中に潰れ
てしまっていました。
　これについては、反省すべき点として、私はお酒
が弱い人間なんだとは深く心に学ばさせて頂きまし
た。
　参加してみての感想は、今年度は大谷ガバナーの
青少年に対する思いが強いという事もあってか、参
加してみての学びや、楽しみが多くあった研修会で
した。

【まとめ】
　舞子高原ホテル一か所で移動がなく研修と懇親会
に十分時間を使えて仲間づくりがしやすい非常に有
意義な研修だったと思います。来年は分水でライラ
研修があり、三条ローターアクトクラブの50周年を
迎え第4分区、また私たち三条ロータリークラブに
とってもローターアクトの活動に注力しなければい
けないと思います。まず、現在6人しかいないアク
トメンバーの増強が第一になりますので皆さん是非
自社、知り合いの方、良い若い方がいられましたら
是非ご紹介お願いします。

休日 会長挨拶
　　　　　　　　　若槻八十彦 会長
　皆さん、こんにちは。
　とうとう11月も今週で終わろうとして
います。今年の11月は、季節はずれの暖
かさの日が多い月でしたが、やっと気温
の方も落ち着いてきて、平年並みに戻っ
た感じがいたします。
　今日は11月27日ですが、旧暦では11月1

日にあたります。ですので、旧暦で言いますと昨日までは10
月だったわけであります。
　「小春日和」という言葉がありますが、「十一月から十二
月にかけての、よく晴れた春のような感じがする、あたたか
い日」のことを表す言葉です。
　先週23日の土曜日、村上岩船ロータリークラブ創立20周年
の行事に参加して来ました。とても良い天気で、道中は少し
風が強い日でしたが、まさに「小春日和」で、会場の「夕映
えの宿、汐美荘」から見た、太陽が沈む時の景色は、この世
のものではないと言って良い程、それはそれは美しい夕焼け
でした。祝宴も中ほどの時間でしたが、ほろ酔い気分で見た
景色は最高で、まさに絶景でした。
　日本海に浮かぶ粟島が手が届きそうな所にあり、佐渡の西
に沈む夕焼けを見ていた人たちは皆、飽きもせず、スマホや
カメラのシャッターを押し続けていました。もちろん私もそ
の中の一人でした。

　来週の土曜日、12月7日はいよいよ当三条クラブ
主催の社会奉仕事業である「認知症三条市民フォー
ラム」です。クラブ会員の皆さまにはどうか大勢の
参加者を募っていただきますようお願いを申し上げ
ます。
　以上で会長あいさつとさせていただきます。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事

◎新潟南RCより
　「創立60周年記念式典ご臨席の御礼」
◎三条RACより
　「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月28日（木）19：30～21：00
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　卓　話　三条南RC
　　　　　　　青少年奉仕委員長　木村 譲 様
◎次週 12月4日（水）の例会は、年次総会です。

ニコニコBOX
若槻八十彦会長
　青少年奉仕委員長 船越さん、アクトの皆さん「ラ
イラ報告」よろしくお願いします。

荻根澤隆雄さん
　先般の親睦旅行では、親睦委員長始め番場会員、
斎藤会員のお陰で素晴らしい体験を頂きました。
ありがとうございました。遅くなってすみません。

菊池　渉さん
　親睦旅行の写真をみて一言、「ごちそうだったん
だ！」笑顔で申し上げています。

斎藤弘文さん
　木村さんの送別会、お世話になりました。
関川　博さん
　日曜日、第2840地区開催のロータリーリーダー研
究会に参加して来ました。ロータリーの基本を一
から学び、新潟と群馬がひとつだったことなど話
が盛り上がりました。

　本日ライラ報告楽しみです。

小越憲泰さん
　長谷川さんの入会楽しみにしています。これから
も一緒に楽しいお酒を飲みましょう。
船越良則さん
　本日卓話をさせて頂きます。
　アクトメンバー募集しています。皆さん、よろし
くお願いします。

落合孝夫さん
　ライラ報告させていただきます。よろしくお願い
します。

渡辺勝利さん
　12月が近くなり寒さも厳しくなりました。
　ライラ研修報告ありがとうございます。
樺山　仁さん
　すっかり冬の様子となりました。
　本日のライラ研修報告御苦労様です。
吉井直樹さん
　寒くなってきました。皆様体調にお気を付け下さ
い。私は先週、カゼをひいてしまいました。

　本日、ライラ報告宜しくお願いします。
渡辺良一さん
　船越さん、落合さん、ライラ研修報告よろしくお
願い致します。

　長谷川専務理事とローターアクトの皆様を歓迎して。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　ライラ研修報告の皆様ご苦労様です。
早川滝徳さん
　本日もよろしくお願いします。
小林吾郎さん
　スノーシューを買いました。今年は雪山バンバン
行きます。

石倉政雄さん
　仕事の為、昼食後早退します。
野水靖之さん、　柳取崇之さん、 中沢真幸さん、
五十嵐博宣さん、松永一義さん、 五十嵐晋三さん、
石黒良行さん、　山田富義さん、 中林順一さん、
歸山　肇さん、　金子俊郎さん、 西山徳芳さん、
矢吹信太郎さん、米山智哉さん
　船越会員、落合会員、アクトの皆さん、本日は
ライラ研修報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。

　　　　　　　　11月27日分　￥      31,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥   581,100

12月のお祝い
◎会員誕生祝
　 6日　梨本次郎さん
　 9日　相場弘介さん
　10日　神子島正樹さん

◎夫人誕生祝
　 1日　若槻由美子さん（八十彦さん）
　 5日　中村玲子さん　（信一さん）
　17日　柳取　恵さん　（崇之さん）
　18日　荻根澤愛子さん（隆雄さん）
　18日　菊池まゆみさん（渉さん）
　20日　小林　幸さん　（吾郎さん）

◎結婚記念祝
　 9日　杉山幸英さん （敏子さん）

◎100％出席賞
　13年　若槻八十彦さん
　 8 年　関川　博さん
　 8 年　吉井直樹さん


